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はじめに
18世紀イングランドと日本の形象表現の比較
(1)経済史的には北西ヨーロッパ･中国江南･日本はほぼ同じ状況

前産業社会的な市場経済の展開 (Pomeranz、小野塚)
①経済史的には中国(殊に江南)は11世紀から最先進地域であった可能性

②日本も15世紀末以降ほぼ同じ状況：｢効率的市場｣という観点での先進性

＝むしろイングランドやオランダよりも早い。

(2)何をどのように比較するのか？

美と諷刺の両立の仕方

あるいは、美と諷刺の関係

＝諷刺の可能性／制約は形象表現における美的追求にいかな
る影響を与えたのか？ ←諷刺は醜いものを剔り出し、直視さ
せなければならない。

⇒｢表現の不自由展｣・報道の自由に突きつけられた問題
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Ⅰ 前近代社会における諷刺の可能性

｢封建的自由｣

封建制は前近代社会の中では自由で特徴付けられる

経済的自由：所有、営業、移動

社会的自由：職業の変更、通婚、身分の変更

政治的自由：支配者を批判し、選ぶ自由

⇔｢お上の沙汰は是非も無し｣

諷刺はこの三つの自由のいずれにも関わる
⇒諷刺のあり方に注目して、18世紀イングランド(ホガース、
William Hogarth, 1697-1764) と日本の自由を比較してみる。

⇒ヴェーバー=大塚久雄の｢封建的自由｣論の再検討
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Ⅱ ホガースの諷刺の対象
背景：イングランドの検閲･統制法令
宗教検閲から政治検閲へ

1531年(ヘンリー8世)：聖職者による出版検閲

1586年星室裁判所(the Star Chamber)印刷条例

1606 case De Libellis Famosis by the Star Chamber
⇒治安妨害的誹毀取締の法理(コモン･ロー)

1644年： J. ミルトン『アレオパジティカ』による検閲批判

この間ピューリタン革命：独立派･議会軍、残留派(ランプ)議会、クロムウェル独裁

1662年特許検閲法

1695年出版許可廃止法(検閲の是非ではなく実効性の問題)

1712年印紙税法

1737年上演事前検閲･劇場許可法(Licensing Act)
1765-69年：ブラクストン『イギリス法釈義』で事前検閲違法論
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Ⅱ ホガースの諷刺の対象
ホガース(William Hogarth、1697-1764)

経済的諷刺：娼婦一代記、放蕩息子一代記、当世風の結婚、
勤勉と怠惰

社会的諷刺：南海泡沫事件、仮装舞踏会とオペラ、ヒュー
ディブラス、弁護士、真夜中の団欒、女死刑囚、笑う聴衆、サ
ザクの縁日、｢前･後｣、居眠りする会衆、講義を聴く学生、悩
める詩人、一日の四つのとき、上流階級の趣味、カレーの門、
ビール街、ジン横丁、残酷の四段階、闘鶏場、鬘の五柱列、宗
教的熱狂

画壇の諷刺：絵画戦争、説教するパウロ、幼児モーゼ、
｢美の分析｣、自画像、竜頭蛇尾(Bathos)

政治的諷刺：委員会(独立派議員)、腿肉(残留派議会)、ガ
リバーに課せられた刑罰、女旅役者、フィンチリへの進軍、選
挙、ジョン･ウィルクス殿、裁判官席、タイムズ 5
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Ⅲ 近世日本の諷刺
検閲･統制法令(＋慣例)
二つの柱

切支丹

織豊期以降の政道についての話題

元禄期上方の芸能：経済的･社会的諷刺(西鶴、近松)
⇒江戸･地方への波及

1722(享保七)年出版令：禁止強化と本屋仲間結成

将軍･役人等の政道と行為の記事を禁止。伝聞浮説、新
規の創作、好色物、華美な絵柄の禁止。奥付住所氏名明記

1790年代寛政改革：思想統制(異学の禁)＋風俗取締

1840年代天保改革(蛮社の獄)：思想統制＋風俗取締

1858-60年：安政の大獄
18



Ⅲ 近世日本の諷刺
江戸時代の(また、それ以降の)日本にはいかな
る表現･諷刺の自由があったか？

ａ世相、私生活、庶民の事件･風聞･怪異譚につ
いての表現(経済的諷刺･社会的諷刺)：瓦版

ｂ性道徳･風俗(経済･社会の根幹としての性･生
殖･家族)についての表現：性行為については比
較的寛容(艶物)、むしろ家という制度を疑問視
し、掘り崩す言説には厳しい。｢風紀紊乱｣の風
紀の意味。

ｃ支配者を批判する表現は、ほぼ完璧に禁止。

幕末の動揺期に事実上の取締困難な状態が出現
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Ⅲ 近世日本の諷刺
同業組合による自主規制(非権力的統制)
本屋仲間は近世初期から存在。書籍販売独占業者の組合
(=初期独占)
1722(享保七)年に幕府公認(大坂では翌年公認)。
＝町奉行ではなく、幕府の方針

これら仲間は海賊版の横行や風紀上の問題について奉行
所から監督され、書籍･浮世絵・芝居絵等について仲間
行事(当番制)による自主検閲を実施。

1841(天保十二)年、株仲間独占による物価騰貴などが問
題視され、本屋仲間もほかの問屋仲間とともに解散･廃
止。

1851(嘉永４)年に、本屋仲間の再結成。新規参入⇒幕末
出版業界の隆盛 20



21



Ⅲ 近世日本の諷刺
自主規制を超える権力的検閲
版元蔦屋重三郎(1750-1797)の摘発と山東京傳手鎖

蔦重傘下の作者：喜多川歌麿、栄松斎長喜、東洲斎写楽、鳥居
清長、渓斎英泉、歌川広重、山東京傳、朋誠堂喜三二、曲亭馬
琴、十返舎一九等々。

1791(寛政三)年、出版取締令により、京傳の洒落本･黄表紙
『仕懸文庫』、『錦の裏』、『娼妓絹籭』の摘発･絶版。

蔦屋は身上半減、京傳は手鎖五十日の処罰。

単なる遊郭ものや艶物ではなく、官許吉原に対抗する岡場所深
川仲町の昼間の遊女の日常と恋愛の精細な描写⇒遊女の日常と
いう陰を表に出し、真の恋愛のあることを描くのが風紀紊乱。

曽我狂言に舞台替えして、夕霧と伊左衛門を登場させるなど取
り締まり対策にもかかわらず摘発された。 22
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Ⅲ 近世日本の諷刺
諷刺から美の追求への傾斜
浮世絵(美人絵、役者絵、名所絵)←仏画･仏像から現世肯定への

変化≒日本のルネサンス(16-17世紀)

当初は写実的な美、ないしは説明的な表現であったのが、十八

世紀末以降、急速に様式美や意匠の独自性に転換。

Cf.万葉集から古今集を経て新古今集に到達した和歌と同型の進

化の軌跡

菱川師宣は万葉集

奥村政信、鈴木春信は古今集

喜多川歌麿、東洲斎写楽、葛飾北斎は新古今、さらにその後

=新古今への転換点が寛政の出版取締令ではなかったか？ 24
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奥村政信『芝居狂言浮絵根元』
1743年

菱川師宣『見返美人図』

禅林寺の見返り観音の借用
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喜多川歌麿『寛政三美人』(1790年代)
『ポッピンを吹く女』
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東洲斎写楽『三代目大谷鬼次の江戸兵衛』
1794年
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葛飾北斎『諸國瀧廻り木曽路ノ奥阿弥陀ヶ瀧』
1833年頃



Ⅳ その後の日英
英国：18世紀末以降政治批判は黙認
王室報道、王室をめぐる言論、宗教問題

しかし、性道徳(殊に同性愛)には大きな制約

戦時の報道統制(ボーア戦争、第一次世界大戦)

日本：政治的言論の自由の紆余曲折
①政治的自由に関わる表現･言論･思想・報道の自由の有無･程度

幕末にある種の無政府状態

明治政府の引き締めと自由民権運動･社会主義運動･労働運動

讒謗律、新聞紙条例

②森戸事件(1920年)：｢朝憲紊乱｣≒無政府主義

Cf.社会主義は放任(櫛田民蔵)⇒治安維持法(1926年)の弾圧対象に

③報道の自由度ランキング：11位(2010)→72位(2017)
｢表現の不自由｣展

外務省ヴィーンでの国交150周年記念行事”Japan Unlimited”認定取消
29
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むすびにかえて
諷刺と美の両立の難しさ
しかし、どちらも必要不可欠

権力による統制の及ばない自由な空間を求めることが美を追
求する力になることはある。

=諷刺や言論の自由はなくても美は存在しえたし、民衆はそ
れなりに幸せに生きることができた。

⇒では、いまの日本は美を生み出しているか、幸せか？

いま、さらに新たな問題：美と諷刺の形骸化

商業主義による美の簒奪

ネットメディアによる諷刺の簒奪
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